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〒
167-

0033

東
京
都
杉
並
区
清
水
三-

三
一-

六-

六
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話   

〇
九
〇-

八
七
七
〇-

二
二
三
二

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部
幹
事

日
本
大
学
校
友
会  

東
京
都
第
四
支
部  

監
事

    

玉

　井

　孝

　丸

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

山
形
県
支
部

  

顧

　
　問  

　
　加

　藤

　善

　一

顧

　
　問  

　
　小   

笠   

原   

毅

顧

　
　問  

　
　佐
々
木

　芳

　一

支
部
長  

　
　大

　塚

　勝

　衛

副
支
部
長

井

　上

　
　
　太

副
支
部
長

松

　木

　孝

　雄

副
支
部
長

山

　口

　吉

　静

副
支
部
長

  

佐

　藤

　武

　好

副
支
部
長

  

三

　柏

　憲

　生

〒
114-

0002

　東
京
都
北
区
王
子
三-

一
九-

七

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　㈱
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

事
務
局
次
長

    

吉

　澤

　幸

　夫

（33）

　
平
成
31
年
４
月
、ド
イ
ツ
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
３
泊
し
た
あ
と
、

空
路
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン

に
到
着
。来
た
か
っ
た
の
よ

ね
ー
。初
め
て
の
地
に
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、空
港
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
宿（
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
）

へ
。カ
ー
ナ
ビ
が
頼
り
の
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
っ
た
の
で
、散
々
迷
っ

た
挙
句
、適
当
な
と
こ
ろ
で
降

ろ
さ
れ
た
。仕
方
な
く
住
所
便

り
に
宿
を
探
す
。受
付
は
宿
と

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、宿
に

案
内
さ
れ
て
よ
う
や
く
落
ち

着
く
。

　
リ
ス
ボ
ン
到
着
４
日
目
に
電

車
で
シ
ン
ト
ラ（
世
界
遺
産
）

ま
で
行
き
、そ
こ
か
ら
市
バ
ス

で
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
最
西
端
の

ロ
カ
岬
へ
行
っ
た
。

　
道
は
舗
装
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、細
い
道
が
続
き
、何

度
目
を
つ
む
っ
た
か
知
れ
な

い
。よ
う
や
く
到
着
。広
々
と

し
た
大
地
が
目
の
前
に
広
が

る
。想
像
を
遥
か
に
超
え
る
絶

景
。期
待
し
て
い
な
か
っ
た
分
、

感
動
は
10
倍
だ
っ
た
。思
わ
ず

両
手
を
広
げ
て
深
呼
吸
。冷
た

く
強
い
風
を
体
で
受
け
止
め

な
が
ら
、見
渡
す
限
り
の
紺
碧

の
海
を
眺
め
る
。そ
の
先
は
北

ア
メ
リ
カ
大
陸
メ
イ
ン
州
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
そ
の
少
し
南

だ
か
ら
、今
度
行
っ
た
ら
摩
天

楼
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
。

　
シ
ン
ト
ラ
の
駅
に
帰
っ
て
来

た
の
が
午
後
５
時
。駅
前
の
レ

ス
ト
ラ
ン
は
も
う
店
じ
ま
い
を

始
め
て
い
た
。交
通
渋
滞
で
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
幅
に
狂
っ
て

し
ま
い
、王
宮
に
は
行
け
な

か
っ
た
。次
の
機
会
に
行
く
こ

と
に
し
よ
う
。再
来
は
こ
こ
で

約
束
で
き
た
。

　
今
回
リ
ス
ボ
ン
の
み
の
観
光

だ
っ
た
が
、食
事
も
口
に
合
っ

た
し
、物
価
も
安
か
っ
た
の
で
、

毎
日
ス
ー
パ
ー
で
買
い
出
し
、

宿
で
調
理
し
て
食
べ
た
。家
に

い
る
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
た
の
は

何
よ
り
。ア
パ
ー
ト
を
宿
に
す

る
と
便
利
。次
回
も
同
じ
ア

パ
ー
ト
を
借
り
る
つ
も
り
。バ

ス
停
が
目
の
前
な
の
で
、も
う

迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
39（
１
９
６
４
）年
４

月
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
長
崎
県
西
海
市
の
寒
村
・
里

山
か
ら
中
学
を
卒
業
後
、神

奈
川
県
藤
沢
市
内
に
就
職
し

定
時
制
高
校
に
通
学
・
通
信

制
大
学
で
学
び
、移
住
し
て
55

年
に
な
る
。

　
藤
沢
は
、大
都
会
で
は
な
い

が
、国
内
外
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
う
江
ノ
島
が
あ
り
、温
暖
な

気
候
で
北
部
は
自
然
が
豊
か

　
　
　
　

  

第
二
の
故
郷
・
湘
南
藤
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

  

神
奈
川
県
支
部  

田
添

　正

で
農
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。Ｊ

Ｒ
、小
田
急
、江
ノ
電
、相
鉄

な
ど
が
乗
り
入
れ
、横
浜
・
東

京
へ
の
通
勤
圏
で
あ
る
。

　
ま
た
、羽
田
・
成
田
・
鎌
倉
・

小
田
原
・
熱
海
・
伊
豆
・
富
士

山
な
ど
へ
の
交
通
の
便
も
良
く

地
理
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
。市
内
に
は
、４
つ
の
大

学
が
あ
り
文
教
都
市
の
要
素

も
あ
る
。

　
平
成
28
年
２
月
１
日
の『
朝

日
新
聞
』
湘
南
版
に
「『
元
気

　
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
伝

達
さ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。長
年
、紙
の
書
籍
や
新
聞

に
親
し
ん
で
来
た
私
は
、一
気

に
デ
ジ
タ
ル
化
に
適
合
で
き

ず
、印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
行
く
末

が
気
に
な
り
ま
す
。写
真
雑
誌

『
ラ
イ
フ
』の
ミ
レ
ニ
ア
ム
号
が
、

こ
の
千
年
紀
で
世
界
を
変
え

た
百
の
出
来
事
の
一
位
に

「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
１

４
５
５
年
の
聖
書
印
刷
」を
選

ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
を
理
解
し
た
い
と
思

い
、昨
年
４
月
の
ド
イ
ツ
旅
行

の
折
に
マ
イ
ン
ツ
の
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
博
物
館
を
訪
ね
て
見

ま
し
た
。

　
彼
の
生
涯
は
謎
が
多
く
、

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
関
連
文
書

か
ら
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。１

４
０
０
年
頃
生
ま
れ
、１
４
６

８
年
２
月
３
日
に
死
亡
し
ま
し

た
。生
地
マ
イ
ン
ツ
は
大
司
教

領
で
あ
り
、ラ
イ
ン
川
と
マ
イ

ン
川
が
交
わ
る
地
に
ワ
イ
ン
の

産
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
大
聖
堂
近
く
の
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
博
物
館
の
地
階
で
、活

版
印
刷
に
関
す
る
展
示
と
実

演
を
見
学
し
ま
し
た
。彼
は
葡

萄
搾
り
機
の
プ
レ
ス
を
改
良

し
て
木
製
の
印
刷
機
を
作
り
、

一
字
毎
の
金
属
活
字
を
低
価
格

で
簡
単
に
鋳
造
し
ま
し
た
。ま

た
印
刷
イ
ン
ク
の
付
着
力
を

高
め
、刷
り
上
が
り
を
美
し
く

し
ま
し
た
。

　
上
階
の
特
別
室
の
中
央
に

ラ
テ
ン
語
の
聖
書
が
２
部
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。写
本
で
は

な
く
、グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活

版
印
刷
に
よ
る「
42
行
聖
書
」

で
し
た
。約
５
６
４
年
前
の
印

刷
物
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
保

存
状
態
も
良
く
、色
彩
豊
か
な

文
字
装
飾
と
42
行
の
本
文
に

は
芸
術
的
美
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。約
２
年
半
で
１
８
０
部

ほ
ど
が
印
刷
さ
れ
、現
在
世
界

中
に
48
部
ほ
ど
存
在
し
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
慶
應
義
塾
大

学
と
印
刷
博
物
館
が
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、ド
イ
ツ
語
な
ど
民

衆
の
言
葉
で
書
か
れ
た
聖
書

と
反
体
制
派
の
考
え
方
が
印

刷
・
発
行
さ
れ
て
、宗
教
改
革

の
礎
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
出

版
物
の
増
加
は
、大
衆
の
識
字

率
を
高
め
知
識
欲
を
刺
激
し

て
、新
大
陸
発
見
や
文
芸
復

興
の
興
隆
を
促
し
ま
し
た
。

　
技
術
革
新
に
因
る
現
代
の

印
刷
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

写
植
を
組
み
合
わ
せ
た
電
算

写
植
に
変
化
し
て
い
ま
す
。脱

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
版
印

刷
で
す
が
、そ
の
歴
史
的
役
割

は
大
き
く
、世
界
と
時
代
を
変

え
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、今
年
の
２
月
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
旅
行
し
、認
識

を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ
ン
ゴ
ン
駅
の
待
合
ホ
ー
ル
中

央
に
無
料
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電

所
が
あ
り
、沢
山
の
旅
客
が
利

用
し
て
い
ま
し
た
。ホ
ー
ル
の

椅
子
に
掛
け
る
人
々
は
ス
マ
ホ

の
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
た

り
電
話
を
掛
け
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、新
聞
や
本
を
読
む

姿
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
発
途
上
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

人
々
は
、印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
普

及
を
凌
ぐ
勢
い
で
、モ
バ
イ
ル

端
末
を
使
用
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
適
合
し
て

行
く
事
は
時
代
の
潮
流
で
あ

り
、社
会
的
活
動
を
す
る
上
で

避
け
て
通
れ
な
い
ス
キ
ル
だ
と

思
い
ま
す
。「
42
行
聖
書
」の
よ

う
な
歴
史
的
・
芸
術
的
価
値
の

あ
る
印
刷
物
は
保
存
さ
れ
て

い
く
事
で
し
ょ
う
。

度
日
本
一
』藤
沢
に
熱
視
線
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。こ
れ
は
民
間
の
調
査
会
社

が
全
国
16
万
人
の
20
〜
69
才

の
男
女
を
対
象
に
行
っ
た「
全

国
地
域
元
気
度
調
査
２
０
１

５
」に
よ
る
も
の
で
、地
域
の

元
気
度
で
１
７
０
０
自
治
体

中
全
国
一
位
に
選
ば
れ「
市
民

の
プ
ラ
ス
評
価
」が
高
い
街
と

な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、私
が
住
ん
で
い
る
善

行
・
西
俣
野
、亀
井
野
・
石
川

地
区
に
は
山
林
や
里
山
が
残

ロ
カ
岬
の
風    

〜
ポ
ル
ト
ガ
ル
〜

　
　
　
　
　
　
　
　千
葉
県
支
部  

高
垣
む
つ
子

四
方
八
方
ド
イ
ツ

　グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

　
　
　
　
　

    

東
京
都
支
部

　村
上
ま
ゆ
み

師
田

　袈
裟
茂

壁
谷

　
　公
江

土
田

　
　幸
子

橋
本

　ア
サ
子

校
友
の
皆
様
に
は
、
校
友
会
の
活
動
に
ご
協

力
を
賜
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
号
も
各
支
部
校
友
会
よ
り
の
投
稿
が
多
く

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　毎
回
継
続
し
て
投
稿
さ
れ
る
方
、
各
支
部
の

活
動
報
告
、
校
友
の
話
題
な
ど
、
興
味
の
あ
る

記
事
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
有
難
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
文
責

　師
田

　袈
裟
茂
）

編集後記
明
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

師
田

　袈
裟
茂

壁
谷

　
　公
江

土
田

　
　幸
子

橋
本

　ア
サ
子

広
報
編
集
担
当

師
田

　袈
裟
茂

藤
井

　
　友
和

橋
本

　ア
サ
子

橋
本

　
　立
子

村
上

　ま
ゆ
み

「
地
域
の
元
気
度
」で  

全
国
一
位

写
真
で
振
り
返
る
通
信
教
育
部

（其の壱）

▲第一回入学式（昭和 24年　法文学部大講堂）

▲第 1回夏期スクーリング（昭和 24年）

▲第一回卒業式（昭和 28年　法文学部大講堂）

▲夏期スクーリング男子学生宿舎風景（昭和 20年代）▲通信教育部校舎（桜門ビル）
通信教育部校舎▶
（桜門ビル）

さ
れ
、の
ど
か
な
田
園
風
景
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
。天
気
の

良
い
日
に
は
、富
士
山
、丹
沢

山
塊
、箱
根
連
山
、湘
南
江
ノ

島
を
臨
み
、昔
な
が
ら
の
田
園

風
景
、四
季
の
草
花
を
撮
影
し

な
が
ら
散
歩
を
す
る
の
が
唯
一

の
楽
し
み
で
、心
の
安
ら
ぎ
と

な
っ
て
い
る
。私
に
と
っ
て
藤

沢
は
、地
理
的
な
利
便
性
と
自

然
環
境
面
か
ら
、母
校
も
あ
り

湘
南
地
区
の
卒
業
生
と
の
交

流
の
機
会
も
多
く
、正
に
第
二

の
故
郷
で
誇
り
で
あ
る
。


